
 

 

 

 

明けましておめでとうございます。 
保護者の皆様には、今年も昨年同様、本校の教育活動にご理解とご協力を賜りますよう、よろ

しくお願い申し上げます。 

後学期後半が始まり、令和７年度も残すところ３か月となりました。子どもたちには、１月か

らの３か月間は「来年度に向けての準備期間です」と伝えています。 

さて、１月は年の初めであり、決意を新たにする大切な節目です。子どもたちは、それぞれ

「今年はこうしたい」という思いを胸に抱いていることでしょう。その気持ちを忘れず、新たに

定めた目標の実現に向けて努力を続けてくれることを願っています。 

３年生は卒業式まで２か月となり、いよいよ入試が始まります。1月 22日には、約 70名の生徒

が県内私立高校の前期試験を受験します。力を十分に発揮できるよう、体調を整えて入試に臨ん

でほしいと思います。 

１月８日に行った全校集会での話の概略を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

【新生徒会】 
11月に行われた生徒会長選挙の結果、生徒会長に 

○○○○さん、副会長に○○○○さんが選ばれま 

した。１月８日には、会長、副会長および各専門 

委員長の任命式が行われ、新しいメンバーで塩田 

中学校の生徒会活動をリードしていきます。これ 

までの生徒会の良さを受け継ぎ、さらに活気に満 

ちた学校づくりを進めてくれることを期待してい 

ます。 

 

 

 

 

 
 
 

【年頭所感】 

 唐泉山を仰ぎみて 

嬉野市立塩田中学校 

「学校だより N o 1 1 」 

令 和 ８ 年 １ 月 1 3 日 

文責 ：校長  宮﨑武司 

 
       「心豊かに ともに 伸びる」 

～ 仲間とともに伸びる 教師とともに伸びる 保護者・地域とともに伸びる ～ 

学校教育目標 

【副会長】     【会長】 【新生徒会役員】 

「４つの目」（鳥の目・虫の目・魚の目・コウモリの目）を紹介しました。 

 「鳥の目」は広い視点からみる。全体を見る、冷静に判断する。 

 「虫の目」は物事を細かく捉える、分析する。深く知る、様々な方向から考える。 

 「魚の目」は鳥の目と虫の目で得た情報から先を見据える、予測する。世の中の変化を捉える。 

 「コウモリの目」は物事を逆の視点から見る。自分の思い込みを捨てる。見方、考え方を変える。 

 人間は自分の都合の良いように考えるときがある。間違った判断、誤解して捉えないように、この

４つの目を意識して正しい判断ができるようにしてほしい。 

【11月 生徒会長役員改選選挙 立会演説会】 



 生徒たちが新しい年の始まりにあたって、その年に対する抱負や決意を書いています。二名の

生徒の年頭所感を紹介します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【三年生 ○○○○さん】 「悔いのないように」 

 二〇二六年という、私にとって大きな変わり目となる一年が始まりました。中学卒業と高校入学

という節目を控えた今、私は三つのことを心に決めています。 

 一つ目は、志望校合格を勝ち取ることです。昨年の自分を振り返ると、目標を立てても実行する

ことができなかったり、苦手な科目や難しい問題があるとすぐに諦め逃げてしまったりする弱さが

ありました。そんな諦めの多さが、今の自分に対する不安に繋がっていることを痛感しています。

しかし、今年は去年の反省を生かし、自分が手放してしまった時間を、今の自分の努力で取り戻し

ます。また、この受験という孤独な戦いの中で、改めて気づかされたことがあります。それは夜遅

くに食事を用意してくれる家族や、熱心に指導してくださる先生方、そして励まし合える仲間の存

在です。合格は、私一人の力で勝ち取るものではありません。周囲への感謝の気持ちを志望校合格

という最高の結果で恩返ししたいです。 

 二つ目は、残り少ない中学校生活を全力で楽しむことです。この三年間、部活動で共に汗を流

し、行事の度に熱く語り合った時間は私にとって一生の宝物です。受験という高い壁に直面してい

る今、共に机を並べて励まし合える仲間の存在がどれほど自分を支えてくれているのかを痛感して

います。当たり前だと思っていた教室の風景や、休み時間の会話も、あと数えるほどしかありませ

ん。残された時間を大切にし、これまで支えてくだった先生方や仲間に感謝を伝えながら、一日一

日を大切に過ごしていきます。 

 三つ目は、その先に待っている高校生活です。そこは私にとってさらに大きな夢を見つけ、自立

していくための場所です。そこでは失敗を恐れて立ち止まる自分ではなく、自ら風を起こし、挑戦

し続けられるようにしたいです。自律した一人の人間として、自分の目標に向けて力強く歩み進め

る一年にします。 

 二〇二六年、悔いのない春を迎え、希望に満ちた高校生活をスタートさせるため、今この瞬間か

ら全力を尽くします。 

【二年生 ○○○○○さん】 「責任と挑戦の一年に向けて」 

 新しい年を迎え、私は中学三年生になることに強い緊張と期待を感じています。今年は受験を控

えた大切な一年であると同時に、生徒会総務として学校を支える立場になる年でもあります。これ

まで以上に、自分の行動に責任を持つ必要があると感じています。 

 生徒会総務としては、学校全体がスムーズに動くように支える役割をしっかり果たしたいです。

みんなの役に立てるか分からないけど、書類の整理や連絡、行事の準備など、一つ一つの仕事が学

校生活を支えていると思っています。自分の考えだけでなく、先生や生徒の意見に耳を傾け、生徒

会長をサポートしながら、みんなが過ごしやすい学校づくりに貢献したいです。また、責任ある立

場として、最後までやり遂げる姿勢を大切にしたいと思います。 

 受験生としては、これまで以上に時間の使い方を意識し、計画的に勉強を進めていきたいです。

思うように結果が出ず、不安になったり、焦ったりすることもあると思うけど、そんな時こそくじ

けず、あきらめずに努力を続けることが大切だと考えています。日々の積み重ねを大切にし、第一

志望校に受かるよう、自分を信じて全力で受験に向き合いたいです。 

 生徒会活動と受験の両立は決して簡単なことではなく、プレッシャーを感じる場面も多くなると

思います。しかし、そんな経験こそが、自分を成長させてくれる大切な時間になると思います。総

務として責任を持って行動すること、受験生として目標に向かって努力を続けることのどちらも、

中学生活最後の一年だからこそ本気で取り組みたいです。この一年を通して、困難から逃げずに向

き合う力や、自分で考えて行動する力を身につけ、高校生になってからも役立つ経験にしていきた

いです。 

 

 

 


